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コレクティブハウジングの
狙いと実践

■コレクティブハウジング
　コレクティブハウジングとは、居住者が主体的に
創り育む集住体である。1. プライバシーが確保され
た独立した住戸、2. 住まい方（個人の自由・自立、
生活の一部の共用化、生活空間の一部を共用化、参
加と共生）、3. 共用空間（住戸の延長といての共用空
間）の３つをテーマに、住んでいる大人全員が参加
して暮らしを創りコミュニティを育んでいく集住の
かたちである。
　コレクティブハウスに住む人々は、共同により合
理性を求めるというよりもむしろ多様性と可能性に
開かれた暮らしを求める人々である。協働すること
で経済的に安くなることや自分たちだけでは持てな
い空間を持てるという合理性もあるが、多様な人た

ちが住みそれぞれが持っている自分にはない可能性
をやり取りし、自分の可能性を広げることができる。
地域のコミュニティの核にもなっていける。個人に
とっては自立、安心、可能性であり、地域にとって
は安定したコミュニティの核となるものである。そ
れぞれの住戸も多様にし、様々なライフスタイルの
方の多様な暮らしを受け止めるプランになっている。
多世代が住むことが多様性を生み出す。また、多様
な住戸があると、思いもよらない住み方をする人た
ちが出てくる。
　コレクティブハウスは物を持って物質的な豊かさ
を得ようとするのではなく、自分の持つ物、住戸を
コンパクトにし、関係性を豊かにするために皆の空
間を多く備えようという考え方なのである。

	
 

 
	
 

	
 
	
 

	
 

	
 
	
 

	
 

	
 
	
 

	
 
	


	
 
	
 
	
 

	
 

	
 
	
 

	
 
	
 

居住希望者のワークショップ
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■３者のパートナーシップ事業
　現在、ライフスタイルが移り変わ
る方が多く、住まいを持つのではな
く、いろいろな状況に合わせて住み
替えられることが大切であると考え、
賃貸住宅の質を上げ、選べるものを
増やしていくというでコレクティブ
ハウス事業の提案を行っている。
　住まい手は賃貸を選ぶ際に、選べ
ることが少なく、隣の人がどういう
人なのかも分からない。
　望むような質の賃貸を選べないか
ら住まいを取得するしか無いという
状況の人もいる。一方で大家さんは
居住者のニーズや今の暮らしに対し
てどう感じているのかを理解するこ
とが難しい。コレクティブハウジン
グ社の３者のパートナーシップ事業
では、居住者の方達には設計に参加
してもらい、居住者組合を作り自分
たちで責任を持って管理運営をして
もらう。また、事業主は良質な住ま
い手がいるということを前提にその
人たちと話し合いをしながら望まれ
るような賃貸住宅をつくる。
　その関係を第三社として NPO コレ
クティブハウジング社が取り結ぶ。
コミュニティづくりや設計の支援、
居住希望者の募集や運営の支援をし
ていく。

■費用の仕組み
　空室のリスクに対して、大家さん
自体が居住者を募集するのではな
く、居住者組合が居住者を募集する
契約になっており、実務的には NPO
が居住者を募集する。大家さんと居
住者組合から月々の委託費をもら
い、空室が目立ち、大家さんに入る
費用が減れば、それに見合った費用
が NPO コレクティブハウジング社
にも入るようになっている。
　居住者の負担は、月額の家賃と運
営費であり、その他に入居する際に、
備品関係の物を組合で購入する。コ
レクティブハウス聖蹟では入居者が
入居前に 25 万円の出資を行い、退
出の際には出資金が戻ってくる制度

になっている。
　大家さんには、礼金はなく、
敷 金 だ け 1.5 ～ 2 ヶ 月 分 支
払っている。
　組合が入居のときの連帯保
証をしており、家賃が支払え
なくなった際に、２ヶ月の猶
予があるようにするためであ
る。大家さんの負担を軽くし
つつ、実現できる内容を多く
している。

■つくるプロセス
　賃貸であるため住戸とコモ
ン ル ー ム の 関 係 性、 コ モ ン
ルームをどのように共同化し
て い く か、 コ モ ン ル ー ム の
使い方等から設計をしてい
く。コミュニティをつくり、
自分たちの暮らしの仕組み
をつくっていくためにワーク
ショップを約１年かけて 30
回近く行う。リノベーション
等では、３・４ヶ月しか期間
が無いこともあるため、住ん
でからも仕組みを作る場合も
ある。ワークショップは NPO
コレクティブハウジング社が
プログラミングをし、事業の
スピードに合わせて組み立て
ていき、少しずつ居住希望者
が居住者になっていく。居住
希望者が居住者になり出すと、居住
者組合の準備会をつくる。大家さん
にもワークショップに参加をしても
らい、自分たちの暮らしについて話
し合っている姿をみてもらう。

■事業主の事業化の動機　
1. かんかん森（2003 年 6 月 ~）
　中学校の跡地に有料老人ホームを
建てることになっていたが、元々そ
の中学校が地域の方達が無償で土地
を国に提供していたものだったため、
少しでも地域に還元できるような場
として使ってもらいたいという考え
があり多世代の賃貸住宅のある老人
ホームになった。

2. 巣鴨フラット（2007 年 2 月～）
　分譲の理事会が自分たちの建物の
価値を落とさないために。一部賃貸
として貸し出していたがワンルーム
マンションも周辺と競合してしま
い、立地上貸倉庫にしかならないた
め、児童館をコンバージョンしコレ
クティブハウスになった。

3. 聖蹟（2009 年 4 月～）　
　個人の事業主で、地元への配慮と
近隣の方達と仲良くし、まちづくり
の核となってくれる方が入ってくれ
ることを希望し、コレクティブハウ
ス自体に魅力を感じていた。築 50
年のアパート建て替え。

図 3. 入居希望者による暮らしの仕組みを作って
いくワークショップの様子。

	

	


	
  
	
  

	
  
	


	
  
	


	
 	


	
  
	


図 1.3 者のパートナーシップ事業

	


	


	


	


	


	
 	


	


	

	


	

	


	

	


	

	
	


	


	


	


	

	


図 2. 費用の仕組み（家賃等の経済条件の設定）
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4. 大泉学園（2010 年 7 月～）
　コレクティブハウスに住みたい人
がこの地域におり、居住希望者の会
が既にあった。建物を探しており、
事業化になった。

5. 元総社コモンズ (2013 年 6 月～ )
　多世代の居住施設としての公的施
策。公社が事業化。

■居住者の入居の動機
　居住者の入居の動機は、1. 隣人と
のコミュニケーション、2. お金では
買えない安心、3. 一人になれても孤
立しない暮らし、の３つが主である。
高齢の方でも人の助けをしたいとい
う気持ちで入居を希望したり、子育
て世代の方は、家の中で親の価値観
だけで育つのではなくいろんな方々
の価値観を子どもが学んで欲しいと
いう考えで入居している。コレクティ
ブハウスの居住者は 30 代～ 40 代の
方が多く、子育て中の母親が孤立し
ないで会話ができるということを求
めて入居することもよくある。

■運営の仕組み
　運営の仕組みとしては、グ
ループでの運営であるが、一
家族に大人一人を出せば良い
というではなく、男の人も女
の人も頭数は一人として考え
られている。また、マネジメ
ントを行う運営のグループは
固定的ではなく、増減し、年
一回の総会で内容を再検討さ
れることもある。
　共同で何をやると自分たち
の暮らしが豊かになっていく
かを話し合い、何でも自分た
ちでやらなければいけないの
ではなく、自分たちの自由で
自分たちの物事を決めること
ができる。
　例えばコモンミール（共同
の夕食づくり）ならば、２日
に１回程はどこのコレクティ
ブ ハ ウ ス で も 行 っ て お り、
個々に所属する人たちだけが

コモンミールをやるだけではなく、
全体で運営するコモンミールを快適
にするために、当番を組んだり、調
味料を整えたりしている。大きな家
の様々な家事をみんなで分担できる
ようなものになっている。子育て中
の人たちは、夕食に追われることな
く余裕を持って夜の時間を過ごせる
ことになる。
　高齢の人もコンビニ弁当を一人で
食べるのではなく、皆で楽しく食べ
ることができるようになる。
　他にも屋上菜園の手入れでは、一
角一角居住者がバラバラに借りるの
ではなく、皆で菜園を使い、収穫し
たものもコモンミールや個々の家で
使用している。巣鴨フラットでは、
遊び開発ご近所交流グループという
ものがあり自分たちで協働して楽し
い遊びを開発する。
　生活を重ね合わせていくので、生活
の中で気になることは各居住者が持っ
ているが、それぞれのやりかたを合わ
せていかなければならないため、人に
鬱積して爆発する前にお互い話し合

うために定例会や小さなミーティング
も行っている。NPO コレクティブハ
ウジング社も参加し、発言するのでは
なく、行き詰まったときに他のコレク
ティブハウスの事例を参考として話題
に出すこともある。
　自分が当番じゃないときに、自分
だけでなくいろんな人との関わりで
コレクティブハウスの環境が良く
なっているということに気づくこと
ができる。信頼関係が生まれ、コレ
クティブハウス内の子どもが兄弟の
ように遊ぶ風景も生まれる。

	


	


	


	


	


	

	


	

	


	

	


	

	


	

	


図 6. 皆で管理する屋上菜園

図 7. コレクティブハウスに住む子ども達
　　 が兄弟のように一緒に遊ぶ。

図 4. コレクティブハウス事業 図 5. コモンミールの様子
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コレクティブハウジングの狙いと実践

■コレクティブハウスの良さ
　コレクティブハウスで暮らす中で
煩わしいこともあるが、それを避け
ていては人と関わる豊かさも生まれ
ない。自由を得るための責任を、人
と協力することで担保し、協力する
ことでできることを広げていく。ま
た、皆考え方も違い、話し合う中で
わからないからこそ分かろうとし続
ける努力がコミュニティをはぐくむ
ことになる。それを手助けするのが
私達の役割だと狩野氏は考えている。

■地域との関わり
　スガモフラットでは、コレクティ
ブハウス内の関係だけでなく、地域
との関わりも生まれている。周辺の
マンションに住み孤独に子育てを
行っている近所の母親を呼び子育て
サロンを行っている。
　コモンミールも外に開いて行い、
周辺の方々と昼間に少しのお金と
テーマを設けて皆で食材一品をきめ
て作り合う活動を行っている。
　地域で子どもにミュージカルを教
えるグループの方々に来てもらい、
近所の子ども達も含めて活動をして
もらうことも行われている。
　しかし、コモンルームはパブリッ
クではなく、あくまで生活の場の延
長線上のため、いきなり多くの方に
開放することはなかなか難しい。ど
うやって地域の方達に開いていくか
ということは常に話題になっている
が、コレクティブハウス聖蹟では、
ピロティがあるため、ピロティを月
に一度カフェに設え近所の方に来て
もらうため開放している。コレクティ
ブハウス聖蹟の目の前にある巨大な
分譲マンションはコミュニティがな

く、このカフェに来
てご近所付き合いが
生 ま れ る こ と も あ
る。　

■タウンコレクティ
ブ へ の 挑 戦 と コ ー
ディネーター養成
　皆地域にバラバラ
に住んでいるが、ま
ちのなかのコモンハ
ウス（みんなのコモ
ン ル ー ム ） を 使 い
合って、皆で助け合
い楽しみながら暮ら
していきたい人が利
用する活動が始まっ
ている。空いたまち
なかでコモンルーム
を使い合うというラ
イフスタイルの考え
方は十分あり得ると
狩 野 氏 は 考 え て い
る。
　個人地主が、敷地
を何らかの事業で次
の世代に渡したいときに、敷地近く
の既存アパートも使いつつ、タウン
コレクティブとコレクティブハウス
の中間的な存在でコミュニティづく
りを企画している。
　また、全国にコレクティブハウジ
ングを実現したいという考えの方は
多く、コレクティブハウスの見学に
も来られる。自分たちの行ってきた
経験が活き、方法が参考になるので
あればとコーディネーター養成講座
も行っている。
　コレクティブハウスの実態をつく
りつつ、もう少し大きな流れになっ

ていくためにこのような講座の活動
も行っている。

■恊働して取り組むこと
　コレクティブハウスでは、事業主、
入居希望者（入居者）、支援者が共
に話し合いを行い、より良い暮らし
を具体的に考えていく。居住者同士
も関わり合いを避けず、常に話し合
い、分かり合おうとし続けることで
コミュニティが生まれ、協力して生
活することで自分たちの可能性を広
げ暮らしを豊かにしている。

図 8. タウンコレクティブの挑戦


